Vladimir Vasilyev教授(ウファ州立航空技術大学、ロシア)の短期招請について by 西山,栄枝
V　Vladimir　Vasilyev教授（ウファ州立航空技術
　　大学、ロシア）の短期招請について
理工学部教授　西　山　栄　枝
　ロシア・バシキリア共和国のウファ航空技術大学のコンピュータ工学と情報プロ
テクション学部の学部長であるワシリエフ教授を、1997年度の国際交流事業短期招
請プログラムによって、同年10月2日より同年10月31日まで招請することができま
した。
　ロシア・バシキリア共和国はロシアのウラル山脈の西側に広がる高原にありま
す。ウファはバシキリア共和国の首都であり、森林に囲まれた都市であります。ウ
ファはモスクワよりもトルコのイスタンブールに距離が近く文化的にトルコの影響
を受けているそうです。バシキリア共和国は大きく分けて3種の人種が居住してい
ます。ロシア人、キッタン人そしてバシキリア人です。キッタン人はいわゆる中国
系モンゴル人で、バシキリア人はその土地に先住していた人達だそうです。ウファ
の町はロシア聖教の教会や回教寺院がいたるところに存在していて、ミックスした
興味深い文化となっています。ウファ航空技術大学は、ロシアの主力戦闘機スホイ
やミグの設計を担当したことで有名です。また町には、ジェット機のエンジン工場
があり大学と共同に研究開発をしているという特徴があります。またウファという
町は、ウラル山脈の高原地帯にあるため、自然が豊富で快適な環境に恵まれていて、
モスクワ等の都市部に住む人達にとっては、素晴しい別荘地として今注目されてい
る場所です。
　ロシアが自由化されて、経済的に苦しい状態であるとの報道がなされています
が、私が見聞きしたところでは地方すなわちウファなどでは報道になされているよ
うな困窮した状態ということはないと感じました。要するに、町では店先に食料が
豊富に並べられ、人々の様子は比較的明るいと思いました。しかし、モスクワでは
確かに報道にあるような困窮状態を感じます。このことをワシリエフ教授に聞いた
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ところ、「旧ソ連の時代は、地方の生産物がほとんど中央に送られていたのです。」
といっていました。
　ワシリエフ教授は、本学滞在中に合計で4回の講演会を開催しました。
　講演会の日程と内容は以下のようでした。
第一回講演会
　日時：　1997年10月8日（水＞18：00－19：00
　場所：　情報高機能視聴覚室　6517室
　題目：　About　UFA　State　Aviation　Technology　University　and　Students
　言語：　英語
第二講演会
　日時：　1997年10月15日（水）18：00－19：00
　場所：　情報高機能視聴覚室　6517室
　題目：　Automatic　Control　with　Prediction　for　Autonomous　Robot－Dril1
　言語：　英語
第三回講演会
　日時：　1997年10月17日（金）10：30－12：00
　場所：　生田校舎中央棟　第一会議室B
　題目：　The　State　Aviation　Technical　University　of　UFA：Educational
　　　　　Research　Activity，　Some　Results．
　言語：　英語
第四回講演会
　日時：　1997年10月22日（水）18：00－19：00
　　　　　　　　　　　　　　－21一
???
言語
情報高機能視聴覚室　6517室
Adaptive　Control　of　Robot　Manipulators　with　Automatic　Choice
of　Sampling　Period　on　the　base　of　Fuzzy　Logic．
英語
　第一回の講演内容は、以下のようでした。
　ウファ州立航空技術大学の教育研究内容の紹介とロシアの学生について説明がな
された。そこでは、ウファ大学がおかれている現状についての報告があった。それ
によると、旧ソビエト時代には大学で行われている航空技術研究が比較的応用技術
として直接に産業と直結していましたが、自由化の後、それらの技術の民営化を目
標とするようになりました。旧ソビエト時代には、ジェットエンジンの設計とか複
雑な制御機構の問題と言うようなカリキュラムとしてありましたが、いまでは、コ
ンピュータ科学やファジーとかニューラルネットワーク等のカリキュラムが設定さ
れているとのことでした。ロシァの学生は、日本に興味を持つものが多く、留学を
目的とした日本語教育を希望しているそうです。特にウファは、日本に近く（実際
に時差は3時間しかありません〉にあります。中国系の人々も多いので、日本人に
は親しみを持っていると言うことでした。
　第二回の講演内容は、以下のようでした。
　ウファという町は、ウラル山脈の山裾にあることをさきほど述べましたが、さら
に町の近辺に油田地帯を抱えています。多くの油田掘削の施設があります。教授は
この講演で、新しい油田を発見し油田まで如何に掘削するかの新しい方法について
発表しました。それは、掘削ドリルを移動ロボットのように制御して、地中にある
油田層に到達させようとする技術です。油田層は発破を用いた地中探査法により発
見できます。掘削ドリルの制御はファジーを用いてます。
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　第三回の講演内容は、以下のようでした。
　この講演では第一回の講演の内容をさらに深めた内容でした。
　まず第一に未知環境における自動制御システムの駆動制御という話があり、つい
で自律移動する対象物を安全に移動させるたあの領域制限を見積もるという研究の
発表です。さらに、リダンダントなマニピュレータのためのヒューリスティックな
経路計画について。そしてビエゾを用いた移動マイクロロボットの研究。また、マ
イクロマニピュレータの研究。そして、レーザー光線をもいちいた工学計測システ
ムにっいて。などについて詳しい説明がありました。
　第四回の講演内容は、マニュピュレータの適応制御にファジー制御を取り入れて
より柔軟な制御を可能にさせた研究を発表させたものでした。
　教授の人となりについて述べます。
　教授との出会いはある国際会議の懇親会においてでした。教授が私に直接話しか
けてきたのでした。私はあまりロシアのことは知らず、また自由化の直後でもあっ
て、初め不安な感じて対応しました。しかし話が進むにっれ、教授の人柄という
か、非常に堅実な印象をうけ、少しつつ気持ちが通ずるようになりました。その後、
お手紙を交すうちに、私はぜひともこの教授を日本にお招きして、日本のことを知
っていただき、特に明治大学の先生方と交流を深めていただけたらと考えるように
なったのです。なぜなら、ロシアには私たちと同様な研究を行っている多くの人達
がいて、その人達は優秀であって、そして日本の研究者と交流を望んでいるからで
す。ロシアは現在、政治形態が変化することによる混乱の中にあって、非常に困窮
していることは確かであります。しかしながら、ロシアに内在する優秀な研究者は
その困窮の中にあっても新しい希望を持ちながらがんばっていることが見て取るこ
とができます。助力が必要なら助力し、こちらが必要なら助力を要請し、相互協力
によって一層多くの研究を進めることができるのです。ワシリエフ教授は私に、こ
のような気持ちにさせたぐらい優秀で堅実、かつ努力家でありました。
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　最後に、ワシリエフ教授を明治大学に短期招請プログラムによっておよびするこ
とにおいて、明治大学の国際交流センターの皆様に大変お世話になりました。深い
感謝の気持ちを述べます。
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